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このたび,長崎大学公開講座叢書6として, ｢雲仙 ･普賢岳火山災害にいど
む一長崎大学からの提言-｣を上梓する運びとなりました｡本書は,構成にみ

られるとおり,本学の各専門分野からの研究と提言を集めたものであります｡

災害には,自然のもたらす災害と,人為的な災害があります｡人為的なもの

については,我々は努力により未然に防止ができます｡しかし,自然のもたら

す災害は,我々はまだ未然防止はできません｡それは,自然の持つエネルギー

があまりにも大きく,人間のコントロール可能な範囲を超えているからです｡

かつて,人間は,地球表面の自然界の中の一つの生命形態にすぎず,自然の

環境と生態系に組みこまれた存在でした｡基本的には今でもそうなのですが,

いつからか人間は,自然を作りかえることを覚えました｡そして人間は,自然

を征服し得るかのような気になっていたと思います｡そのような人間の思い上

りは,思いがけない自然の災害によって,時折ただされてきています｡それ

は,神の怒りと啓示という言い方もできますし,自然の報復という言い方もで

きます｡言い方や解釈はいろいろあるにせよ,人間の社会生活は自然と対立し

てはならないことが基本と思います｡ ｢地球にやさしい- ｣という言葉があ

りますが,これも人間の思い上りが前提となっている言葉です｡人間は,もっ

と謙虚に,自然界に棲ませてもらわなければなりません｡でないと,人間は自

ら破滅への道を歩みかねません｡オゾンホールの成長,温暖化の影響,酸素生

産量の低減,等々の緩慢な現象があります｡大地震や大洪水や火山噴火などの

自然災害は,自然のもたらす時折の警鐘であります｡

雲仙普賢岳は,かつてのおだやかな山容からは想像もできぬ災害を島原にも

たらし,今もなお,終息の目途はあさらかでありません｡この天災にどう対処

するかは,大きな問題です.地域社会の構成員として,本学の一人一人は心を

痛めてきたことは当然ですが,大学の持つ知的資産でもって,この災害への対

策や復興になにか協力できることはないか,という願いが,本書の上梓にいた

る原動力です｡本書の内容に直接に関った人たちは,本学の教職員全員からす

ると,むしろ少い数であります｡しかしその人たちは,この災害に心を痛めて

いる教職員全員の代表であります｡本書の上梓を契機に,雲仙普賢岳災害対策に

対して本学のなしうる寄与が,もっと幅広く深くなることを願って止みません｡

また,同時に,長崎からの本叢書6が,これまでの5書と同様,現代社会及
び地域社会への貢献となりうれば,まことに幸いに存じます｡

終りにあたり,本書の企画にあたられた生涯学習教育研究センター運営委員

会と,執筆下さった方々へ心からの敬意を表すとともに,刊行に御尽力をいた

だいた大蔵省印刷局へ深く感謝いたします｡
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